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第２回 瑞穂市老人福祉計画策定・推進委員会 会議録 

日 時  平成 27 年 12 月 2 日（水）13：45 ～ 16：05 

場 所  瑞穂市民センター １階 第２会議室 

 

１ 開会 

事務局 本日、策定・推進委員会を招集しましたところ、ご多用の中、定刻までにご参集いただきま

してありがとうございます。本日の会議の出席者は、15 名中 14 名で過半数以上でございま

すので、瑞穂市附属機関設置条例第８条に基づきまして、本会議は成立いたします。ただ今

より第２回瑞穂市老人福祉計画策定・推進委員会を開会します。では、開会にあたりまして、

福祉部長よりあいさつをお願いします。 
 

２ あいさつ 

事務局 皆さん、こんにちは。福祉部長の廣瀬でございます。日頃は、高齢者福祉行政にご尽力、ご

理解を賜りまして誠にありがとうございます。本日は、今年度、２回目の老人福祉計画策定・

推進委員会ということで、委員の皆様方の活発なご審議を賜りたくよろしくお願いします。

さて、全国的にも高齢化が進む中、最近は特に認知症の問題がクローズアップされてきてい

ますが、2025 年には 700 万人を超える方にもなると言われていまして、またその時には何ら

かの認知症を抱えていらっしゃる方を含めますと、高齢者の５人に１人の方が認知症になる

と予想されています。そのような中で、本日の議題にもあります生活支援コーディネーター

の関係や数々の政策が国の方からおりてきていまして、総合事業の展開を平成２９年までに

かたちにしていかなければいけないという状況であります。３年ほどの猶予はございます

が、それに向かって努力していかなければいけないというのが現状でございます。どうか皆

様方のお力添えによって瑞穂市の老人福祉に関する事業が着実に進みますようお願いしま

して簡単ではございますが挨拶にかえさせていただきます。本日はよろしくお願いいたしま

す。 

事務局 ありがとうございました。続きまして、議事に移らせていただきます。議事進行は、瑞穂市

附属機関設置条例第７条第３項により、國枝会長に議長をお願いすることになりますので、

よろしくお願いいたします。 

会長 ご指名をいただきましたので、議長を務めさせていただきます。委員会の進行にご協力いた

だきますようよろしくお願いします。まず議案に入る前に事務局にお尋ねしますが、傍聴の

申し出はございますでしょうか。 

事務局 今回、傍聴を希望される方はありません。 

会長 ありがとうございました。それでは、皆さんにお配りしてある次第にあります、議題の（１）

「生活支援コーディネーターの設置目的・役割等」と議題の（２）「協議体の設置目的・役

割等」については関連がありますので一括議題とします。まず事務局に説明を求めます。 

 

 



2 

３ 議事 

（１）「生活支援コーディネーターの設置目的・役割等」、（２）「協議体の設置目的・役割等」 
 （事務局より説明） 

前回皆さんに配布させていただきました「生活支援コーディネーターに期待される機能と役

割」に基づいて説明させていただきます。ではまず、この生活支援コーディネーターの設置目

的と役割について、皆さんと一緒に簡単に前回の振り返りをしたいと思います。資料の２．コ

ーディネーターの活動の（１）第１層のコーディネーターの活動のところをご覧ください。ま

ずこちらのコーディネーターの活動についてですが、当委員会に関しましてはまず、第１層の

協議体と生活支援コーディネーターについて協議していくということでございますので、ま

ず、この第１層のコーディネーターの活動とはというところの振り返りをしたいと思います。

活動としては、一つ目として、市町村全域でのサービス開発ということで、市町村全域での生

活支援サービスが利用できるよう、現在あるいは将来に向けての生活支援サービスを行う活動

主体を把握すること。そして、もう既にある、活動している団体へのサービス開始に向けた働

きかけ、立ち上げ支援等を行うことがあげられます。二つ目に、住民によるサービス提供主体

への活動支援があげられます。中間支援組織やサービス提供組織と協働し、ボランティアの呼

びかけやサービスの案内等のＰＲ、研修を行います。三つ目に、行政からの情報提供や意見交

換の促進があげられます。行政のさまざまな施策や情報をコーディネーターや実際のサービス

の提供主体に情報提供し、意見交換の場を設けるなど行政との連携を促進します。 

 次に、３．コーディネーター、協議体の位置付けの中の「コーディネーターと協議体による

コーディネート機能の考え方」ですが、読み上げますと、日常生活ニーズ調査や地域ケア会議

等により、地域の高齢者支援のニーズ及び地域資源の状況について十分把握し、地域における

次の取組を総合的に支援・推進することになります。第１層のコーディネート機能としては、

この①から⑤が期待される機能ということになります。まず、①が、地域のニーズと資源の状

況の見える化をする、そして、問題があれば提起していく、ということになります。②として、

地縁組織等多様な主体への協力依頼などの働きかけ、③として、関係者のネットワーク化、④

として目指す地域の姿・方針の共有、意識の統一、そして⑤として生活支援の担い手の養成や

サービスの開発、そういったものが第１層の協議体に求められるコーディネート機能になりま

す。 

 次に、（２）コーディネーターの目的・役割等のおさらいですが、コーディネーターの設置

目的としては、市町村が定める活動区域ごとに、ここで言う活動区域とは日常生活圏域とも言

いまして、瑞穂市では穂積地区と巣南地区の二つに分けられるのですが、国の通達により日常

生活圏域を中学校区ごとに想定しても可ということになっております。そのため瑞穂市といた

しましては、後に説明もございますが、中学校区ごとの３つということで活動区域として想定

していければと考えています。この活動区域ごとに、関係者間のネットワークや既存の取組・

組織等も活用しながら、先ほど説明いたしましたコーディネート業務を実施することにより、

地域における生活支援・介護予防サービスの提供体制の整備に向けた取組を推進することを目

的としています。コーディネーターの資格・要件ですが、コーディネーターになり得る想定と

いたしまして、地域における助け合いや生活支援・介護予防サービスの提供実績のある者、ま

たは中間支援を行う団体等であって、地域でコーディネート機能を適切に担うことができる者
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となっています。 

 続きまして（３）協議体の目的・役割等ですが、協議体の運営については、市町村が主体と

なるということが通達によって示されています。協議体の役割ですが、コーディネーターの組

織的な補完、地域ニーズの把握、地域づくりにおける意識の統一化、または情報交換といった

ことがあげられます。③の協議体の設置主体ですが、市町村と第１層のコーディネーターが協

力して協議体を設置するとなっております。 

 次に４．市町村の役割にうつります。今ご説明申し上げましたとおり、こういったコーディ

ネーターの設置ですとか協議体の運営ですとか、このような動きに対して市町村はどのような

支援、バックアップを行っていくのかということがこちらに記載されています。現在、都道府

県において生活支援コーディネーターの設置、又は協議体の運営に関する研修が開催されてい

ます。今年度中にコーディネーターの設置に向けた養成研修会も予定されています。２月から

３月にかけての予定です。協議体の運営主体は市町村ということでございまして、テーマとか

議題に応じて庁内の連携とか協力依頼とか、或いは関係機関との調整といった横断的なネット

ワークの構築に努めていくことになります。今後、住民を主体とした活動に注目される中で、

例えば自治会とか老人クラブとか、地域に根ざした活動を行っている団体に対しまして活動助

成ですとか、支援を行っていくというアプローチが市町村としても必要になってくることにな

ります。また、最後に高齢の福祉分野に留まらず、他の福祉施策ですとか、まちづくり推進の

活動、そのような活動のリサーチ、あと趣味とか特技を活用して既に地域活動を担っている人

材とか団体の発掘や、その確保といったことも今後行っていく必要がございまして、特に生涯

学習の担当課であるとか施策との連携を図っていくことが非常に注目されていくと考えられ

ています。市町村として、こうした情報網を最大限活用しながら協議体の運営や生活支援コー

ディネーターに対する側面的支援を責任を持ってやっていかなければならないと考えていま

す。 

 次に配布させていただいた（資料１）の協議体についての組織図のイメージにつきまして説

明申し上げます。こちらは、生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体組織図ということ

であくまでイメージの図なんですが、この協議体の設置目的としては、図の右上にもあります

とおり、高齢者の方が最後まで住み慣れた地域で暮らし続けるための支えあいを生み出す仕組

みづくりを目的として組織されるというものです。生活支援・介護予防サービスの体制整備を

行い、多様な主体間の情報共有、連帯及び協働による資源開発を推進するための連絡調整の場

となります。左上に全体会というのがございます。こちらは、第１回でもご説明申し上げまし

たが、この推進会議ということになります。会長１名、副会長１名、委員さん１３名、そして

事務局ということで市職員となります。今現在こちらの計画策定・推進委員会の定数は附属機

関設置条例にて定数１５名以内ということですので、１５名以内となっています。附属機関の

中には２０名以内ですとか３０名以内とかございますので、条例改正が認められれば定数を変

更することも可能です。委員の任期は３年となっています。その下にワーキングチームがござ

います。このワーキングチームは、実際の住民が主体となって地域づくりを行っていくメンバ

ーにプラスアルファで加入していただいて、例えば、自治会、民生児童委員、老人クラブ、子

ども会、地域づくりを行っているＮＰＯ、ボランティア団体ですとか、女性の会、消防団とい

った、今後の地域づくりにこういった方々が必要であろう、というかたに参加していただいて

全体会の方とともにワーキングチームを構成することになります。このワーキングチームが、
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第１層、つまり瑞穂市全域を対象としていますので、第１層の協議体のワーキングチームとい

うことになるわけですが、その中で日常生活圏域、中学校区域ごとに、つまり穂積中学校区、

穂積北中学校区、巣南中学校区と分かれて、将来的な第２層の協議体へと発展していくことも

可能かと思います。 

以上が協議体ということになりますが、同じような会議として地域ケア会議がございます

が、ではこの地域ケア会議との違いは何かと言いますと、前回配布の黄色い冊子の１６ページ

に記載がございますが、地域ケア会議と協議体の目的と主な構成員の表がございます。まず協

議体の設置目的は支え合いの地域づくりで、主な構成員としては、住民が主体となります。そ

こに、専門職・関係機関・行政等は側面から支援をしていくということになります。それに対

して地域ケア会議の目的は、個別の要介護者の課題解決を目的としていますので、（資料１）

の中ほどにありますが、個々の持つケースに応じて、関係者、専門職や関係機関、行政、時に

は住民の方の場合もあるかと思いますが、そういった方々が集まって課題の確認を行ったり情

報の共有を行ったりし、個別のケースの解決の糸口を話し合う場ということになります。この

ようにそれぞれ違いはあるわけですが、それぞれ連携して地域の課題に対して取り組んでいく

必要があります。（資料１）の一番下のところにありますが、専門職・機関・行政等が住民が

主体の地域づくりをバックアップしていくことになろうかと思います。資料の右端に瑞穂市の

欄がございます。瑞穂市は、会議の事務局を行うとともに、窓口や日頃の業務において市民ニ

ーズの把握や地域の課題及び困難事例を吸い上げ、必要に応じ、地域ケア会議を開催し、協議

体の検討事案のたたき台を作成するということで、当然、市も協議体と連携を取りながら進め

ていくことになります。 

 以上が、議題の（１）「生活支援コーディネーターの設置目的・役割等」と議題の（２）「協

議体の設置目的・役割等」について、前回の振り返りと今考える組織図のイメージについての

説明となります。 

会長 ありがとうございます。行政の言葉というのはなかなか難しいのではないかと思うのですが、

まず今の説明に対してご質問などございましたらお願いします。 

委員 先般の自治会の連合会の方では、小学校区からやっていくというお話で説明を受けたわけです

が、今回の協議体は中学校区ということですが、ちょっと小学校区がとんでしまっているので

はないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

事務局 今お話をいただいたのは、自治会長さんが集まる自治会連合会での動きでございます。説明会

には、担当の総務課が参加させていただきまして、ご説明を申し上げているところでございま

す。今の自治会というのは、昔の集落単位の自治会が基本としてあるわけですが、他の岐阜市

や大垣市では小学校区で一つ、大きな自治会という単位がございますので、それに倣うような

形で瑞穂市もつくっていこうという動きがあります。実は私共、地域福祉高齢課も毎回そのよ

うな場には出席させていただいておりまして、確かに今委員さんがおっしゃられるように、小

学校区でまとまっていこうというのが、自治会側でのお話でございますし、他の団体でもその

ようでして、例えば民生児童委員さんも地区別協議会というのがございまして、小学校単位の

集まりは必要は必要かと思いますし、それをやめちゃってこちらの中学校区にしていこうとい

うことではございません。小学校は小学校で当然まとまって然るべきだと思います。そういっ

たものと比べると、この福祉の方のこういったサービスのあり方であるとか、事業者の動きで

あるとか、もう少し広い範囲、国の資料でいくと３０分以内で動ける範囲といったことが言わ
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れていますので、そうするともう少し大きな範囲、小学校よりは中学校ということで考えてお

ります。小学校というと歩いていける範囲、中学校というと歩いてというよりは自転車でいく

感じの広さになるかと思います。従いまして、現実的には、今、小学校区の連合会が立ち上が

ろうとしていますので、立ち上がった段階で、例えば巣南地区ですと、西小、中小、南小と三

つありまして、それぞれ福祉部門の方が出てくるかもしれませんし、福祉部会のようなものが

できるかもしれません。できあがった段階で、三つの地区の方の中からお一人、またこういっ

た協議体へ参加していただけるようお話をすることになるのかなと考えております。もちろ

ん、今ある組織を壊していくということではなくて、それぞれ地域によって違いがありますの

で、それぞれ活かしながら考えていくというものでございます。 

会長 よろしいでしょうか。要するに、これらを整備していく最終目的というのは、前にも話をした

かもしれませんが、向こう３軒両隣みたいな、地域がお互いに助け合う社会をつくること、簡

単に言えば、国のお金を使わないで、自分達、互助、或いは自分の努力で生活をしていくとい

う自助、自助・互助の社会にいきたいというのが国の最終的な目的だと思うわけです。その手

段として大きなところからだんだんと下へやりたいというのが行政の考え方、私は逆に、小学

校区から中学校区へ、或いは班のような小さなところから実際に取り組みながら、パイロット

スタディのような形でやりながら、全体としても取り組んでいく、という両面からやっていく

ほうが、会議ばっかりやっていても、会議をやっているメンバーは理解できていても、実際に

住民の所には届いていないというのが実際だろうと、こういったことは住民の方にこそ理解し

てもらわないといけない、将来こういうことが起こるから、ぜひ困ったことがあったらお互い

助け合って欲しいよ、と、できるだけ早く住民のところにおろさないといけない。そういった

こともありますので、この会議が全体会の母体としたいということですので、皆さん方に協議

体を進める責任があるわけですので、この話には十分理解していただかないといけない。何か

分からないことがありましたら遠慮なく質問していただいて、今後の活動に生かしていただか

ないと思いますので、遠慮なくご意見をいただきたいと思います。いかがでしょう。 

副会長 今、会長さんがおっしゃられたように組織は全域でつくって、次は中学校区の第２層というこ

とになるかと思いますが、活動自体は、向こう３軒両隣ということになると班の単位、やはり

住民の方に伝えていくということになると名前をしっている関係でないとなかなか助け合え

ない。住民の方に伝えていくということでは小さい単位という形になると思います。 

会長 最終的にこの生活支援コーディネーターの人数というのはどのぐらい養成したいのでしょう

か。どのぐらいの計画でしょうか。 

事務局 第１層のコーディネーターについては市全域を対象として、お一人、或いは１団体。第２層の

協議体には中学校区域ごとにお一人、１団体ずつ。３中学校区あるので３人、３団体。さらに

組織が充実していって現場の段階、第３層にこの生活支援コーディネーターをどれだけ配置で

きるかというのは財源との兼ね合いになってくるかと思われます。 

会長 ありがとうございました。これは私の考え方ですが、財源の問題があるのでなかなか大変だと

は思うのですが、このコーディネーターというのは関係機関とか住民の間をコーディネートす

る役割を持たれているので、最初から沢山いたほうが進め易いのは間違いないと思うんですよ

ね。たとえば今言われるように、第１層で一人配置したとして、じゃあ一人で何ができるんだ

ということになるわけです。順番も大切ですが、財源的な余裕があればできるだけ早く、これ
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が職業としてやってもらうのか、ボランティア的なものかによってお金のかかり具合も違って

くると思いますが、半分はボランティアのようなところでやってもらうとして、できるだけ沢

山の人を養成して、できるだけ沢山の地域に配置して、私は牛牧地域なので、牛牧地域に１人

ぐらい配置して、そうすれば時間をかけずに牛牧地域を回ることもできるので、情報を班長さ

んや自治会長さんに入れて、このお宅は困っていらっしゃることがあるから支援しましょう、

とか、そういうような所から地域の助け合いの精神をだんだんと作っていく方が早いような気

がするし、前から言っていますように、早くやらないといけない、全国第１位と新聞に出るく

らいの勢いでやれば、瑞穂市はよくやっていると、そんな風になれば良いなと思っているわけ

です。 

事務局 今、コーディネーターの養成を早く、そしてコーディネーターの活動を早くというお話でした

が、その通りなんですが、コーディネーターと言いますと地域生活支援員ということで一人は

一人なんですが、担当で一匹狼で動くわけではなくて、およそどこか組織には所属しているか

たで、団体とかで、その組織ぐるみで市もお願いすることになり、そうしないとお一人ではな

かなかあちこち動き回れませんし、当然事務も必要になってきますので、一人で誰かが全責任

をもってやるというのは想定されていません。したがってそこには補完する団体があって、組

織の一員としてのその人があって、私どももこの人ということでお願いするわけではなくて、

組織にお願いすることになり、その中で一人選んでいただくかたちとなります。 

会長 第２層の中学校区におりた時に、例えば瑞穂市ですと三つのエリアになりますが、それぞれコ

ーディネーターを配置しようとすると適切な団体が存在するものでしょうか。或いは想定はし

ているのでしょうか。 

事務局 想定ではないですが、例えば生涯学習の団体、各校区の団体で頑張っておられる方や、福祉施

設で頑張っておられる方の顔が思い浮かびます。もちろんどこかの団体に具体的にお話しをし

ているわけではありません。逆に売り込んでみえる業者さんもみえます。 

会長 私は、中学校区でまとめられるというか、全体を把握できるところはないだろうと思っていた

のですが、そういった何とか会とか、そういったところに任せようと思えば可能だということ

ですね。何か、その他、聞いておきたいことなどございませんでしょうか。無いようでしたら

次にまいります。 

議題の３「瑞穂市が抱える地域課題」について、事務局から説明を求めます。 

事務局 本日配布させていただきました資料３「高齢者に係る地域アセスメントの手法について」に基

づいて説明させていただきます。こちらの資料については、実際にコーディネーターや協議体

の運営をしていく上で、どのような切り口で地域を知って活動を展開していけばよいかをまと

めた資料でございます。２ページをご覧ください。こちらにはまず、「地域アセスメントの意

義」とあるんですが、アセスメントと言う言葉に馴染みが無い方もいらっしゃるかと思うんで

すが、簡単に言いますと、アセスメントとは「知る」とか「把握する」といった意味で捉えて

いただければよいと思います。地域を知るためにはどのようにしてば良いか、その理念として、

こちらに書いてあるように、地域支援に必要な取組みを考えるために、社会資源と地域の生活

支援ニーズを把握する、そして、地域の特性を把握することによって、地域住民等へのアプロ

ーチ方法を考える、そして、あがってきた地域のニーズに対して、既存のサービスで対応でき

るものなのか、それとも今、瑞穂市にとって足りないものなのかといったところを考えていく
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必要があります。そして今現状、瑞穂市にある社会資源は何があるのか、我々事務局としても

高齢者福祉の分野については、皆さん関係者の方もみえるので、比較的網羅しているのかなと

思いますが、それ以外の福祉の制度ですとか、制度外のサービスについては実は知らないだけ

で眠っているかもしれない。そういったものを全般的に洗い出して把握していくということだ

ったり、関係者と資源をマッチングしてつなげていくことになります。 

 次の３ページをご覧下さい。地域アセスメントに方法としては、生活支援ニーズの把握と社

会資源の把握の両局面から行っていくという図式となっています。続いて地域の捉え方にうつ

ります。下に記載がありますように、住民の生活圏と専門職の担当圏域は同一ではない、とい

うことがあげられます。今の日常生活圏域でいうと穂積と巣南と別れていますが、では、満遍

なく、公的なサービスというか窓口、サービスの提供事業所がバランス良く配置されているの

か、例えばあるサービスについては、瑞穂市全体としては十分な量の提供ができるのだけれど

も、どちらかに偏っていないかどうか、そういった地域の特性や事情を洗い出していって、瑞

穂市の福祉の全体像を見直していく必要がある。そこで次に地域特性の把握ですが、①地域の

歴史、②地域の主な産業、③人口動態・将来推計ということで、瑞穂市は元々穂積と巣南と別々

のまちでしたので、それぞれ地域の歴史とか、特性があるかと思うんです。合併を経て瑞穂市

となったわけですが、もともとの地域性は変わらない部分もあるかと思います。また合併をし

てからの変化といった部分もあるかと思います。それぞれの振り返りをしながら、日常生活圏

域にあったアプローチやコーディネートを考えていかなければならない。今の瑞穂市は一本と

いうことで、全体として同じようなアプローチをしようとしたときに、なかなか住民の視点に

立つと十分に理解を得ていけるかどうか分かりませんので、やはりもうちょっと、そういった

昔の歴史に立ち戻りながら掘り下げて情報とか当時の状況とかを参考にしながら進めていく

ことが重要になってくるかと思います。次にうつります。６ページの「地域の社会資源の把握」

とありますが、こちらの６つが大まかですが、地域の社会資源として考えられる窓口とか団体

を示したものになります。①の行政機関というと市役所とすぐ思い浮かぶかと思いますが、②

の保健・医療・福祉関連の機関・団体というと、例えば、社会福祉協議会を始めとする社会福

祉法人とか、福祉サービスの提供事業所ですとか、医療機関や保健所などかと思います。③の

地縁組織というと聞きなれない名前なんですが、地域に根ざした活動を行っている団体の別称

でして、例えば自治会とかＰＴＡ、居住地域を対象とした団体を地縁組織と言います。志援組

織というのもございまして、④のボランティアグループ・ＮＰＯ・“志す”に援助の“援”で

支援組織と言いまして、スポーツクラブもそういったものに該当するのですが、こちらはどち

らかというと特定の目的で集まった組織ということになります。⑤の中間支援組織ですが、こ

れは行政と地域の間に立ってさまざまな支援をする組織でして、ＮＰＯとかボランティアとか

を支援する組織、ＮＰＯセンターなどを中間支援組織といいます。⑥の生活関連産業というの

は、個人の生活に直接関連した、例えば住宅、福祉、医療、環境、情報通信といった産業とな

ります。このように大別して６つの社会資源や組織を洗い出して、そのような関係機関に必要

に応じて、どのように協力依頼をかけていくのかということになります。次に地域全体の生活

ニーズ把握ということで、今日、皆さんに配布させていただきました市勢要覧資料編がござい

ます。さまざまな研修などでも、まず瑞穂市というものをさまざまなデータとか統計で客観的

に知るということも、このような協議をしていく上で非常に重要なツールであると言われてい

ます。今日は細かく皆さんと一緒にデータを見ていく時間はないのですが、やはり地域の傾向
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を知るために、特にこのような生活支援ニーズを把握するために、先進地では、住民に対して

生活ニーズアンケートを実施している例もございます。資料ではアンケート調査と書いてある

ところですが、今後、自治体とか地域単位であがったニーズ、課題ですね、先ほどの組織図の

イメージでありましたが、個別の相談事例、地域ケア会議のような困難な事例、地域を巻き込

んだような困難な事例を通して、ではこの困難な事例をどういうふうに、例えば周りとか市の

制度とかを利用して支えていけばよいかという、いわばヒントがそこに隠れていたりするのだ

と思います。そういったような個別事例をきっかけにして、根本的な市の施策や課題といった

ものをこのような協議体の中で検討していくような流れができてくるのが理想的なのかなと

考えております。 

 次のページをご覧ください。今度は事務局からの投げ掛けとなってしまうのですが、今まで

の話しを踏まえまして、今度は、この瑞穂市という地域において、果たしてどのようなニーズ

や課題があるのかというのを皆さんで話し合いができれば、と考えております。当委員会には

さまざまな所属や立場の方がおみえになっておりまして、御自身の所属の立場で抱える、例え

ば直近の課題であったり、長年抱える課題であったりとか、そういったものを問わず、皆さん

からもご意見を賜りたいなと思います。せっかくの場でございますので、お時間の限りがござ

いますが、お一人お一人お話をいただければと思います。 

会長 ニーズというのはある程度事柄を絞ったニーズということでしょうか。 

事務局 今回の協議体の中では高齢者福祉の分野を中心としながらというのがありますのでそれに沿

ったかたちでニーズ、課題ということでお願いします。 

会長 そうすると、自分の専門、領域で困っていることはないかどうかということでお願いします。 

委員 介護保険制度が平成１２年から開始されまして、今般の法律改正によりまして要支援が地域の

方へ分かれると。この要支援の方に対して瑞穂市はどのように対策をするのかと、大雑把に言

うとそのようなことになるかと思いますが、介護保険制度に基づいた事業は行っているのです

が、これからの市町村がやられる予防の方ですね、介護保険に該当しない方のサービスですね、

最近は独居ですとか高齢世帯が増えてきていますので、在宅支援も行っていますので、実態把

握も行っていますが、かなり困っている方が多いようなこともありますし、独居の方ですと、

どこに相談してよいのか分からないという、そういう話もよくあるようですし、そういう方で

すと車が無いので、やはり地域包括支援センターですとか在宅介護支援センターが訪問して実

態把握をしないと困ってらっしゃるのかなと思います。 

委員 今までの説明も踏まえて、多少前後するかもしれませんが、お伺いしたいのは、今現にできて

いる平成２７年度から平成２９年度までのこの計画がございますね。今度新しい制度が始まる

ということの整合性をどのようにしていかれるのか。そのことと新しい制度が始まるというこ

とを私はこの会議に来て初めて知ったわけですが、こういうものを市の広報誌に掲載して、今

までは介護予防中心だったけれど、国も県もお金がないものだから結局押し付けているかたち

になるわけですね。だけれども、自分の身は自分で守らなければならないという、そういうこ

とを市民に、法律が変わって、制度が変わって、このようになっていくんだよ、ということを

早めに案内しなければならない。もう一つは、地域づくりの人材発掘ですね。新しく住み着い

た人と元から住んでいる人といろいろごっちゃになっている。その中で、いろいろ聞くと、中

には素晴らしい人材もみえるし、けれども、今みんなそういうことに関りたくないものですか
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ら行政任せとか言っている。そういう人たちを行政の方で各分野でおそらく人材のストックを

持っていると。そういうところから発掘して、そういう人に旗振り役をやってもらう、そんな

ことを希望します。 

会長 現行の老人福祉計画と介護保険制度との整合性について事務局お願いします。 

事務局 今ある老人福祉計画と介護保険制度との整合性ということですが、現行の老人福祉計画は平成

２７年度から平成２９年度までの３年間ということで、今回介護保険制度が改正になって総合

事業の方を平成２９年から必ずやっていかなければならない、ということになっているわけで

すが、今現在、新年度予算編成の時期になりますので、事業について検討しているところです

が、総合事業の開始が今年度末、或いは平成２８年度として、平成２８年度、平成２９年度か

かって完全移行という形に現実的にはなるかと思います。そうしますと、平成２９年度になり

ますともう次の第７期、平成３０年から平成３２年までの第７期の老人福祉計画の策定時期に

なるわけです。平成２９年度の当初からまた、このような策定委員会を開催してご審議してい

ただきながら、ご意見をいただきながら次の計画を策定しないといけないということになりま

す。その段階で、今回の介護保険制度の改正ですとか、いろいろな事業の整理をしながら、変

更点を加味しながら次期計画に反映していくということになろうかと思います。現行の計画に

何か変更を加えるということは考えておりませんで、現行の実績値を踏まえながら、進捗管理

を行いながら、平成２９年度に新しい改正後の介護保険制度に則ったかたちで次期計画を策定

していくということです。 

委員 私はグループホームというところにいまして、認知症共同生活介護といったところに携わって

おりますので、そちらの分野からお話をさせていただきます。今、施設には認知症の方が入っ

ていらっしゃるんですが、どこのグループホームもそうなんですが、ほぼ満床です。一杯のと

ころで、今どんどん認知症の方や予備軍の方も含めて、増えてきている状況ですので、将来的

には自宅で認知症の方を介護していかなければないあらない状況になってくるのかなと思い

ます。介護保険のことを考えると、どんどんグループホームが増えていくとは考えられないの

で、恐らく自宅で認知症の方をみていかなければならないことになるかと思います。そういう

状況になったときに、今皆さんに認知症に関する知識を啓発したりとか、いろんなことをさあ

せていただいたりしているんですが、認知症の知識の向上とあわせて、認知症の家族の方も家

族の方が認知症だと恥ずかしがらずに公表できるような社会になって、希望される方とか、家

族の考え方とかあるかと思うんですが、先日もありましたが認知症のマークとかを持つことに

よって周りからいろんな援助を受けられたりとかという社会になると良いなと思います。結

局、暗い夜道を子どもが歩いていたら必ず声をかけるんだけれども、暗い夜道を老人の方が歩

いていても１００％声をかけるかというと、そんなことはないと思うんです。皆さんしっかり

していると思うので。そういうときにちょっとでもそういった印があると、誰もが気兼ねなく

声を掛けられることになるし、そうすることで、いろんな事故をふせぐことができますし、も

ちろん家族の方が希望されたらということで始められたらよいかなと思います。今ここに書い

てあることはどこの市町村もやっていることで、瑞穂市として、ちょっと突拍子も無いことか

もしれないけれど、反対も多いかもしれないけれど、せっかく医師会の先生もいてくださるこ

となので、そういうことを一番にできたらすごいなと思います。認知症の方が自宅で安心して

暮らしていくためには、そういったものも必要ではないかなと思います。 



10 

委員 自治会の代表です。地元自治会の方は例えば、西小校区には７つの自治会があり、次に役員を

やられる方に伝わっていくようにやっているんですが、先般も来年うける方に、連合会の動き

ですとかを伝えています。今まで話を聞いてきて、守秘義務の問題があるかと思います。ただ、

ここのおじいちゃん、おばあちゃんはどうだとか、そういった情報は例えば班長さんとかは知

っていないと、家族の理解を得た上でということになるかと思いますが。自治会長一人で何か

できるわけではないんですよ。 

委員 社会福祉協議会の地域福祉係を担当しています。瑞穂市の抱える地域課題ということで、瑞穂

市だけではないかと思いますが、地域福祉係に異動しまして２年目になるんですが、県の方た

ちといろいろと話すたびに、昔から地域での支え合い、助け合いという言葉を、耳にたこがで

きるぐらい、この地域での支え合い、助け合いという言葉を聞きます。実際、社会福祉協議会

でも、本田団地連合会と呂久自治会、牛牧団地で買物等支援事業を開始させていただいたんで

すが、実際、現場の住民の方ですとか、自治会長さんですとか班長さんとか会計さんとか、ご

年配の方が多いんですね。若い方というのは、やはり、現役で仕事をしてみえるので、現場で

担当してみえないんです。国の文句をあんまり言っては何なんですが、これだけ地域の支え合

い、助け合いということが叫ばれている時代なんですが、公共のコマーシャルでもあまり聞い

たことが無いんですね。今の若者は、この状況を全く知らない方がほとんどかと思いますので、

先を考えると、団塊の世代の方などが年をとっていったときに、次の代になったときにガーン

とびっくりする方が出ないように、国が何か考えないといけない問題であると思います。 

委員 介護者家族の会からきています。介護者家族の会は、巣南地区で先に立ち上がりまして、市に

合併したときに穂積の方も加わってやっているんですが、始めは介護している方の集まりであ

ったということで、私も介護をしているときにいろんなことを学びたいということで、この会

に入れていただきました。今は１７～１８人ぐらいでしょうか、毎月１回集まりを開いて、介

護の終わった方もおられますし、介護中の方もおられます。その中で奥さんが悪くて、ご主人

が介護していみえる方がみえて、いつもお話をされるのは、介護をするのは自分しかいないか

らということでいつもすごく辛いと言って涙を流されるんですが、１０年以上介護をしてみえ

て、最近やっと施設に入れてもらえました、とおっしゃってみえました。そんなように、介護

者の大変なこととか、悩みとかを皆で話しあったりもしますし、勉強の場でもあるので、介護

保険制度が変わったときにはいち早く専門の方に来ていただいて、説明していただいたりして

います。一方では、お嫁さんの立場で、奥さんがご主人に、自分の親は自分でみるのが当然と

いうようなふうで、奥さんが外に出られて、ご主人が自分の親の面倒を見るという家庭が増え

ているということも聞きました。それぞれの家庭の事情によってはありかな、とも思うんです

が、私達のような古い考えのものには、やはりお嫁さんがみるのが、と思うこともあります。

このように月１回ずつ介護に関るいろいろな話をしています。 

委員 民生児童委員の代表で出席しています。先月の我々の定例会の中でも話がでましたが、日中独

居の問題があります。いみじくも昨日、クローズアップ現代で放送されていましたが、今現在、

民生児童委員が見守る対象としては、６５歳以上の独居の方と７０歳以上のご夫婦ということ

になっております。娘さんなり息子さんなりご家族の方があるんですが、仕事などでどうして

も日中はご家庭におみえにならない。そうなってくると残された高齢者は一人だけになってし

まうと。こういう世帯が非常に多くなってきている。それが現段階では盲点のようになって見

過ごされているのではなかろうかと思います。そういう状況を何とか打開できないかと、何か
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良い方法がないだろうか。今回の協議体とかのお話が進む中で、取り組む非常に良い課題では

ないかと思います。なんとか私の身近なこういった方々がおみえになりますので、本当に大変

だと思っておるんですけども、こちらから声をかけるのもなかなか二の足を踏むところもあり

まして、何か良い方策はないだろうかと思っているところです。 

委員 地域の状況ということを考えますと、私が介護の業界に入ったのはちょうど介護保険制度が始

まって 2000 年ぐらいでしょうか、その頃入所される方の対象者像と今、入所される方の対象

者像と比べてみると、例えば拘縮とか、褥瘡がいっぱい出来てといったような方が入居してく

るといった状況はずいぶんと減ってきているのかなと感じています。そのように身体的なとこ

ろについてはどんどんと改善されるという状況の中で、認知症の施策についてのところで、地

域での課題というところが大きくなっているんではないかなと感じております。デイサービス

ですとか、グループホームもそうですが、初めてサービスを使われる、初めて相談に来られる

という状態の段階で、症状がかなり進行した状態での相談であったりとか、委員の方々のご意

見にもありましたけれど、認知症ということを知られたくなかったりですとか、認知症という

ことを受け入れるプロセスの中に、ご家族の方に大きな葛藤があったりといったことを、何と

か紐解くことができればなあと思います。このコーディネーターの配置もそうですし、認知症

施策の中の初期集中支援チームのところもそうですが、なるべく早い段階で、認知症の境界に

ある人の実態を把握しながら、穏やかな認知症というと語弊があるかもしれませんが、適切な

働き方によって認知症が進行しても、その方の生活が緩やかに進んでいくようなことになれ

ば、いきなり暴力行為がでるとか、いきなり徘徊が出るといったところにはいかないと思うの

で、入り口のところの施策について、事業所としても地域としても一緒に考えていければと考

えています。 

委員 地域においてのニーズということでお話がありましたけれど、地域包括支援センターですので

いろんなご相談がございます。ご家族同居の方もいらっしゃれば、お一人暮らしの方もみえま

す。簡単な生活ニーズというところから見ると、外出、通院、買い物が出来ないといったニー

ズがあがってくるかなと思います。それが交通手段の問題かなと思います。それ以外にゴミ出

しがちょっと大変だわ、電気交換をして欲しいだけなの、普段は良いけれど季節の衣替えがで

きないわ、ちょっとこのときだけ剪定して欲しいわという、普通の生活の中では日常的にいつ

も困るわけではない、けれど、特に独居、高齢者世帯であるが故に、家族にはちょっと頼みづ

らいという課題を持たれているという場合もあります。それについてじゃあ隣の方にどうかな

というお話をしても、隣の人には頼めんわというところなんですね。地域福祉の中で、ちょっ

としたことを隣近所で助け合えればという話はずっとあると思うんですが、今の話からして

も、なかなか解消できていない課題があるなというところがあります。その他にも、お隣さん

に頼めないのであれば、そういったことを依頼できる団体があると良いなということも思って

いますが、住民の方の活動をつくっていくということが難しいとも思っています。先ほどから

皆様にも認知症の話をしていただいているのですけれど、認知症についての誤った知識のある

方が増えてきているなと思っていまして、認知症＝何もできない、何も分からない、徘徊をし

てしまうとか、暴言を吐くとか、そういう問題行為があるのが認知症というふうに受け取られ

ている方が本当に多いかなと。そうじゃない認知症もあるんですけど、そういう行為をしてい

ないからうちの家族は認知症じゃない、周りから見れば認知症だと思われる、けれど、暴言を

吐かない、徘徊をしない、変なことはたまに言うけど、そういう問題行動が無い方、部屋に閉
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じこもって、家族が言われたとおりご飯を食べて、家族が言われたとおり薬を飲む、普通のお

じいちゃん、おばあちゃんという方がいらっしゃってて、そういう方が認知症が悪化して問題

行動につながっていくこともあります。若ければ若いほどそういったことが考えられますの

で、変に違った認知症のイメージがおありになる方が増えてきているなと思っていまして、認

知症の種類など、その都度ご説明をさせていただいているんです。さきほど認知症の進行が本

当にひどくなってからの相談が多いとのお話でしたが、事前に、より若い方に周知できる方法

を考えていかなきゃならないかなと考えています。 

委員 もう一回教えていただきたいのですが、地縁組織、この地縁というのはなんですか。 

事務局 地域の中でつながった組織、という意味で、先ほど具体例であげさせていただいたのは、自治

会ですとか子ども会ですとかＰＴＡですとか、そういったもので一定の居住地域の中でつなが

った組織ということになります。地縁、つまりその土地の縁、たまたまその土地に住むことに

よって、顔見知りとなって、班ですとか町内会とかができたということです。一番一般的なの

は自治会、町内会ということになります。 

委員 私自身、この老人福祉の策定委員になって、今までいろいろ勉強もさせていただきました。た

だ私が非常に思うのは、自分の地域に一体どれだけの老人がいるのかなと。実は去る９月に自

治会で敬老会を催してくださったんです。私ももれなく招待を受けて出席してきました。２８

人の方が参加されたわけですが、その中で私が知っている人が５人ほどで、あとの人は全然知

らない。この老人福祉計画策定委員になって、まず自分の地域の方を把握しなければいけない

のかなと。福祉について真剣に考えて討議をしないといけないなと、このような決意を新たに

した次第です。 

委員 私達の会も高齢化というか、皆さんだんだんとお年を召されて段々と会員数が減ってきていま

す。そんな時だからこそ皆さんにお声をおかけしているんですが、介護サービスもハードルが

高くなってきたから、支援に人たちも私達の会に入って、体操なり、ちょっとした社会見学と

かいろいろな行事を年間を通じて行っていますので、ぜひ皆さん一緒に楽しみましょうよ、と

お声掛けしているんですが、私達の役割も、ボランティアですので、仲間の中にはそこまでし

なくて良いといわれる方もいるんです。しかし、やっぱりこれからは、仲間づくりと、会員さ

んが沢山入っていただけるように、今、動いているんですけど、なかなか良いお返事をいただ

けないんです。こんな年だからと言われる方がいらっしゃるんです。だからそんな方だからこ

そ私は誘いたいなと思っています。少しでも私達の会がこの高齢化社会の中でお役に立てれば

と思います。 

委員 老人クラブも会員数が減ってきています。任意団体ですので強制的に加入させるわけにもいき

ません。いろいろな行事をやっている限り、皆さんには出席してくださいとお願いしていて、

たまに出て見えたかたが、これは健康に良いなということもありますし、まあ大変しんどいこ

とだということもございます。私どもも大変苦慮しているところです。今皆様方、認知症、認

知症ということを言われますが、どの程度になったら認知症ということが分かりますか。この

程度だと認知症とか分かり易く書いて、皆さんに理解できるようにしていただかないと、これ

から高齢者にいろんなものを啓発していくに際しては分かり易く書いていっていただきたい。 

会長 一つ良いでしょうか。最後は副会長にまとめていただくとして、これは医師会の宣伝をするわ

けではないんですが、もとす医師会、２市１町組織していますけれども、大垣病院、黒野病院
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の先生とオレンジ手帳というのを、これはもう全国的にあるんですが、もとす医師会版、まあ

簡単なものをとりあえず作って、とりあえずやりましょうと、交流を図りましょうということ

で、黒野病院と大垣病院とお話をすませてあります。これから会員の先生方に少しおかしかっ

たら専門の病院で診断をつけていただいて、治療の継続は会員の先生方が診ると、何かあった

ら専門病院で診ると。ただ最初から完璧にやれるわけではないと思いますので、まずやってみ

る、どうなるか分かりませんが、１年やってみて、そこでもう一度練り直そうということで始

める予定です。どこまでやれるか分かりませんし、どこまで会員の協力が得られるか分かりま

せんが、そのように動く予定ですのでどうかご理解をいただきたいと思います。 

もう一つは、患者さんで来られる方たちは、喫茶店に行かれる方たちが非常に多いんですね。

病気は持っておられるけれども元気なんですね。人を助けようと思えば助けられるだけの体力

もあるし、だけれどもなぜ喫茶店へ行くのかというとやることが無いからということで、その

ような人たちをどうやって活用していくかということが、行政の力で出来るかどうか分かりま

せんけれども、できるだけその垣根を取っ払って、昔みたいに隣へちょっちょっと入っていっ

ていけるようなそういう社会づくりができると良いかなと思っております。 

では最後に副会長、市外に住んでおられるので客観的な立場からまとめをお願いしたいと思い

ます。 

副会長 今いろいろとお話を伺って問題と言いますか、いろんな状況が見えてきました。先ほど地縁組

織のお話がありましたが、志援組織、テーマ型の団体などと呼んだりするんですが、同じ土地

に住んでいる組織と、同じ志を持っている人たちの組織と分けて考えることが多いんですけれ

ども、地縁、一緒に住んでいる人たちのつながりが弱くなってきているというのは、実はもう

すでにお話の中にあったことで、例えば老人クラブの会員数が減ってきていることとか、女性

の会の会員数が減ってきているとか、女性の方ということでつながっているとか、高齢者とい

うことでつながっているとかというと関心が薄らいできている、自治会も同じであると。今、

特に都市部で中心なのは、同じテーマで集まって働くということ、例えば介護の問題とか、同

じ子育てで悩んでいる方とか、自分が悩んだことがあるから、子育てというテーマで今度は支

える側になりたいというところが、盛んになり易いと言われています。ですので地域特性とい

うこともあるかと思いますが、この志（こころざし）の組織のほうですね、今日の資料で言う

と６ページの方ですが、左側の地縁組織というのが弱まってきているという状況が瑞穂市でも

見えてきているということが分かってきました。この右側の方、例えば、子育てをするときに

スポーツでつながろうとか、そのような組織づくりが社会資源として機能しやすいと一般的に

は言われています。それから、話を伺っていてもっと話を聞きたいなと思ったのは、介護者家

族の方が地域にどのようなことを期待しているか、どういうふうに支えて欲しいか、というこ

と、その中身が、今日、市の事務局の方からも投げかけられたニーズということになっていく

のかなと思います。ですので１回の会議で全てを出すというのは難しいので、何回か会議を重

ねていきながら課題を整理していって、順位づけをしていくというところから進めていくと良

いのかなとと思います。また日中独居というお話もありました。私もクローズアップ現代を見

ていましたが、やっぱりあれも地域というふうに結論付けているんですね。ではどうするかと

いうところは、やはり全国のテレビ番組では触れられないところがありますので、では瑞穂市

でやれることは何なのかということを考えていく必要があるのかなと思います。やはり、今の

ままでは、助けたいと思っている人も入っていけないし、助けて欲しいという人もうまく発信
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していけないということがあります。これはもう特定の地域ではなくて、全国的な問題かと思

うのですが。そんな中で、前回の資料で良いフレーズがあるんですけれども、“支え上手、支

えられ上手を増やす”というのが、地域福祉の学会などでも良く言われていることなんですが、

特に“支えられ上手”になろうということを言っています。認知症の家族の方は自分達で頑張

らなきゃという、その気持ちも大事ですが、支えられ上手になる、地域に向けて発信できると

言いますか、こういう状況なんですと言える関係づくりが大事になる、私もこのフレーズが好

きなので、資料を見て、載っているなと思って見ていたんです。つながりについては、敬老会

のような高齢者の集まりを見たときに、２８人いて５人しか知っている人がいなかったという

話がありましたが、そういう場がつながるきっかけになるんではないかと思います。集まった

目的が人とのつながり作りではないかもしれないですが、今まで知らなかった、こういう人も

いるんだと知ったときに、つながるチャンスだと考えてもらえると良いかなと思います。そし

て市の方がいろいろと仕掛けをつくっていくわけですが、それはあくまできっかけづくりでし

かないと思います。市の方が推進するというふうになっていないというのは、このイメージ図

を見ていただいても分かると思います。協議体が推進していくと、市、行政機関が支援或いは

連携していくとなっています。市民自らが動いていく必要があると思います。それは意識とし

ては市にやってもらうとか、専門職の人にやってもらうとかいうところから、自分達がやれる

ことをやるというように、意識を変えていかなければならないわけで、それは、皆さんのニー

ズの中にもありました計画のことが分からない、十分伝わっていないとか、皆さんが関心のあ

る認知症のことですね、そういったことに答えるかたちで情報発信をする。市の方はそのきっ

かけ作りをして、学んだ市民は、今度は市民同士で伝え合っていくと、そのような活動をして

いくと良いのかなと思います。それで、話がまた広がってしまうのですが、瑞穂市で作ってい

る計画はいろいろあると思うんです。老人福祉計画もありますけれど、地域福祉計画もありま

す。この協議体の話になると、いつも私思うのは、地域福祉計画との整合性というか、連動と

いうか、関係性というのはどうなっているのかなということです。地域福祉というのは、対象

者関係無く、ボランティアを育てるとか支え合いということを言っていますので、地域福祉計

画の中での地域割りみたいなところとの整合性を確認しつつ、それの特に、高齢者向けの部分

を取り組んでいくと考えると、市全体の福祉の推進につながっていくのかなと思います。 

会長 うまくまとめていただきましたが、何か行政側から、ここの所を再確認したいということがあ

れば。無ければ次に進みたいと思います。 

事務局 皆様からの忌憚の無いご意見をいただきまして誠にありがとうございました。皆様のお話から

共通するキーワードですとか、共通する課題などもございましたので、一度皆さんのご意見を

集約して次回の会議にご準備させていただきたいと思います。 

会長 それでは、ここで休憩をとりたいと思います。 

 （５分間休憩） 

 
（４）生活支援コーディネーターの想定について 
会長 再開したいと思います。次の議題（４）生活支援コーディネーターの想定について、こちらは

先ほども少しお話が出たところかと思いますが、その辺りも踏まえて事務局より説明をお願い

します。 
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事務局 さきほどの資料の次で、９ページの地域アセスメントの留意点というところで、さきほどの皆

さんからのご意見の中でもありましたが、これからさらに地域アセスメントを深めていくと言

うところで、地域の特性を知るためにも、あらゆる手段でこの地域のアセスメントを行ってい

く必要があると思います。地域の中で窓口となる事業所ですとか、窓口となるキーパーソンと

いったような人の所在ですとか連絡先であるとかの把握、あと地域で生活する人たちの生活実

態の把握、先ほどありましたが、自分の地区にどのような高齢者が住んでいて、どのようなニ

ーズがあるのか、そういった情報の共有とか、情報を引き継ぎ、継承といった、効果的な情報

の把握、有効的な活用を視野に、今後、我々のような協議体、第１層、第２層、第３層のそれ

ぞれの層の中で地域のアセスメントを行っていく必要があるのかなと思います。次の１０ペー

ジをご覧ください。副会長のお話にもありましたが、地域課題の発掘と共有の繰り返しが、住

民の福祉意識の向上であったり、連帯感につながっていくと思います。住民自身の意識が向上

することで、活動の組織化であるとか、活動の中心を担う人材が生まれてくるのが期待されて

くると思います。特に今後の地域包括ケアシステム構築の推進を図る上で、住民の層の互助力

を高めるのが大きな狙いの一つでして、各圏域ごとにですね、これは先ほどの第２層のお話に

なるんですが、地域アセスメントを通じて、課題の抽出と新たな社会資源の発掘、そういった

ものに結びつける動きが徐々に軌道に乗っていくと、それに伴って地域力の向上につながって

いくのかなと思っています。そしてやはりこれらの調整の要となる生活支援コーディネーター

というものの役割が非常に重要と言えまして、特にこの第１層ですね、市全体を対象とするコ

ーディネーターの担い手というのは、市全体の活動を幅広く把握して、そういった活動を展開

していくことが期待されています。その基盤づくりというのを当協議体を中心としながら、担

い手ということも検討していく必要があると考えています。１１頁をご覧ください。ここでは、

個別課題を地域課題へと転換していく４つの重要な視点があげられています。個別課題、地域

課題の抽出、見極めを行う上で、この図にあるように、多さ、つまり頻度、あと社会性、共通

性、将来予測という視点があげられています。前段でもありましたが、日常生活圏域で地域特

性があります。生じてくる課題というのは必ずしも同一ではないと思います。まずはこの第１

層の協議体として老人福祉計画で推進の審議で委員の皆様からご意見をいただきながら、今後

の協議体を進めていければと事務局として考えています。この４つ目の議題にありますよう

に、今までの協議を踏まえた上で、今後、瑞穂市において第１層の生活支援コーディネーター

の候補の想定をしていく必要がございます。前回の会議でも触れさせていただきましたが、委

員の皆さんが考える生活支援コーディネーターの担い手として想定される人材ですとか団体

というのはございますでしょうか。皆さんのご意見も参考にさせていただきながら当協議体に

関する生活支援コーディネーターの選出を進めてまいりたいと考えています。 

会長 今の生活支援コーディネーターを個人、或いは組織に委託することについて、第１層のコーデ

ィネーターですが、どういう組織、或いは個人に委託するとよいでしょうか。 

委員 今までお話を聞く中で、また私が自分の活動の中で勉強をさせていただく中で、地域の状況と

か、ニーズとかいろいろな情報を保有している組織として、社会福祉協議会、社協さんが適任

かと思いますがいかがでしょうか。 

会長 ありがとうございました。社協さんが良いのではないかというご意見でしたが、どなたか、も

う少し別のところが良いのではないかとか、或いはもう少し固定しないで、幅広く募集してみ

るとかいろいろな考え方があるとおもうのですが。これはいつ頃委託されるのでしょうか。 
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事務局 実はもとす広域連合の方からは、先ほどの会長さんのお話にもありましたが、とにかく早く動

き出して欲しいということでお話しがありました。４月からというと、また何ヶ月か間をおく

ことになって遅くなってしまうので、とにかく早く動き出して欲しい、動き出してから、また

変えていけばよいということで、とにかく始めましょうということです。 

会長 分かりました。ということはできるだけ早く決めなきゃならないということで、その人材にし

ろ、団体にしろ、やはり瑞穂市全体を十分に把握できる人材であり組織であるというでしょう

し、或いは福祉、介護によく精通している組織でないといけないとなると、先ほど言われたよ

うに社会福祉協議会しかないという気もしますけれど、協議体として別のご意見が出てもよい

のかなと思いますがいかがでしょうか。 

委員 第１層の前に、ここの会の位置付けというのはどういう位置付けになるのでしょうか。この会

があって第１層があって、第２層があって、第３層までを作っていくというイメージでしょう

か。 

事務局 この会議の位置付けも含めてのお話ですが、おさらいのようにもなりますけれども、今委員さ

んがおっしゃったようなイメージです。ただ、私どもも手探りの状態で始めていますので、や

りながら進めていっているのが正直、実状でございます。まず、こういった協議体のような母

体を立ち上げて、前回から始めて今回で第２回ということになりますが、第２段階として、今

日、協議をいただいて、本当の協議体として動き出すのはもう少し先になるかと思いますが、

今ようやく車輪が動きだしたところで、さまざまな準備をしていかないといけないものですか

ら、こういった想定などもご意見をいただきたいということでご審議いただいているところで

す。繰り返しますが、組織の構成としては今、委員さんがおっしゃったように考えております。 

会長 よろしいでしょうか。 

委員 はい。今のご説明を聞いた上で、行政が直接、生活支援コーディネーターを担うのは難しいよ

ということですので、やはり社会福祉協議会さんが、一番地域全体の把握をしているというと

ころと、第１層、第２層、第３層と分かれているところで、第１層と第２層の連携というとこ

ろでも情報連携し易いのかなと思います。 

会長 はい、ありがとうございました。ほかにご意見もなければ、今お二方が言われたように、地域

包括支援センターも含めて社会福祉協議会が、この第１層を担うコーディネーターを担うとい

う意見でよろしいでしょうか。それではこれをふまえて進めていっていただければと思いま

す。 

その他、何かよろしいでしょうか。 

委員 行政や専門の人が事業を進める際には、我々や地域住民の方が納得できるように進めていって

いただければと思います。 

会長 住民の目線にたって事業を行って欲しい、というご意見ですので、よろしくお願いします。 

 

 

福 祉 部

長 

皆様、本日は長時間にわたり真剣なご審議を賜りまして誠にありがとうございました。また本

当に貴重なご意見を賜りまして誠にありがとうございました。年内にこれで２回ということ

で、次回は年度末、年度内にもう１回会議を予定していますので、ご都合をつけていただいて、

ぜひご出席のほどよろしくお願いします。本日はありがとうございました。 


